
平
成
25
年
度
の
埼
玉

県
行
政
書
士
会
上
尾
支

部
定
時
総
会
が
４
月
26

日
、
上
尾
市
文
化
セ
ン

タ
ー
に
お
い
て
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
総
会
で
は
、

24
年
度
の
事
業
報
告
・

決
算
・
監
査
報
告
、
25

年
度
の
事
業
計
画
案
・

予
算
案
、
25
年
度
26
年

度
の
役
員
案
な
ど
が
承

認
さ
れ
ま
し
た
。
支
部

長
に
は
秋
山
允
宏
氏
、

副
支
部
長
に
は
田
中
智

氏
、
大
森
眞
市
氏
、
野

中
尚
氏
が
、
そ
れ
ぞ
れ

就
任
し
ま
し
た
。
ま
た
、

埼
玉
県
行
政
書
士
政
治

連
盟
上
尾
支
部
定
時
総

会
が
、
同
日
同
所
に
お

い
て
、
併
せ
て
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

埼
玉
県
行
政
書
士
会

上
尾
支
部
総
会
及
び
埼

玉
県
行
政
書
士
政
治
連

盟
上
尾
支
部
定
時
総
会

に
続
い
て
開
催
さ
れ
た

懇
親
会
で
は
、
ご
来
賓

と
し
て
ご
出
席
さ
れ
た

小
野
克
典
桶
川
市
長
ほ

か
行
政
関
係
の
方
々
か

ら
は
市
役
所
・
町
役
場

で
の
行
政
書
士
無
料
相

談
会
に
つ
い
て
、
ま
た
、

大
島
敦
衆
議
院
議
員
ほ

か
国
会
・
県
議
会
・
市

議
会
の
議
員
の
方
々
か

ら
は
議
員
立
法
に
つ
い

て
、
そ
れ
ぞ
れ
お
話
や

ご
挨
拶
を
頂
き
、
ご
来

賓
と
出
席
会
員
と
が
交

流
を
深
め
ま
し
た
。

支
部
長

秋
山
允
宏

去
る
４
月
26
日
（
金
）

に
開
催
し
ま
し
た
支
部

定
時
総
会
で
「
平
成
25

年
度
事
業
方
針
」
等
に

つ
い
て
、
全
て
ご
承
認

頂
き
ま
し
た
。
皆
様
の

多
大
な
ご
協
力
に
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。

本
年
度
の
埼
玉
県
行

政
書
士
会
定
期
総
会
で
、

上
尾
支
部
推
薦
の
荒
岡

克
巳
先
生
が
、
当
支
部

２
人
目
の
会
長
に
就
任

さ
れ
ま
し
た
。
新
会
長

の
ご
活
躍
を
祈
念
申
し

上
げ
ま
す
。

上
尾
支
部
の
事
業
方

針
は
、
こ
の
数
年
間
に

亘
っ
て
各
部
の
事
業
計

画
に
盛
り
込
み
実
行
し

て
き
た
事
項
で
、
着
実

に
皆
様
の
お
力
で
実
績

を
上
げ
さ
せ
て
頂
き
ま

し
た
。

本
年
度
の
支
部
事
業

運
営
は
、
無
料
相
談
等

の
社
会
貢
献
活
動
に
加

え
、
よ
り
会
員
の
利
益

に
な
り
支
部
が
益
々
発

展
す
る
こ
と
を
目
的
と

し
、
次
の
３
つ
の
事
項

に
重
点
を
お
い
て
活
動

し
た
い
と
思
い
ま
す
。

１
．
会
員
の
仕
事
を
や

り
易
く
す
る
た
め
の
活

動＊

支
部
通
信
・
ブ
ロ

グ
な
ど
に
よ
る
活
発
な

Ｐ
Ｒ
、
無
料
相
談
会
の

拡
大
、
支
部
会
員
研
修

の
充
実
等

２
．
仲
間
を
増
や
す
た

め
の
交
流
活
動

＊

卓
越
し
た
キ
ャ
リ

ア
を
も
つ
会
員
の
活
用
、

旅
行
等
親
睦
の
た
め
の

事
業
の
充
実
等

３
．
本
会
へ
の
役
員
派

遣
・
女
性
役
員
の
加
入

＊

女
性
支
部
役
員
の

増
員
及
び
県
会
へ
の
派

遣
役
員
の
増
員
。
特
に

県
会
で
の
役
員
経
験
は
、

会
員
個
人
・
支
部
に
と

り
大
き
な
財
産
に
な
る

も
の
と
確
信
し
ま
す
。

皆
様
の
絶
大
な
ご
協
力

を
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。上

尾
支
部
政
治
連
盟

は
、
埼
玉
県
行
政
書
士

政
治
連
盟
と
密
接
に
連

携
し
、
行
政
書
士
の
地

位
向
上
に
繋
が
る
法
改

正
に
向
け
て
活
発
に
活

動
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

副
支
部
長

田
中
智

支
部
総
会
で
副
支
部

長
を
拝
命
し
た
田
中
智

と
申
し
ま
す
。

秋
山
允
宏
支
部
長
の

方
針
を
理
解
し
、
支
部

役
員
経
験
（
総
務
部
・

広
報
部
他
）
を
各
部
と

共
有
す
る
こ
と
で
支
部

長
の
補
佐
に
努
め
ま
す
。

更
に
、
支
部
長
と
同
程

度
の
職
務
の
遂
行
を
、

支
部
長
不
在
の
と
き
の

そ
の
職
務
の
代
理
の
際

に
心
掛
け
ま
す
。
大
森

眞
市
副
支
部
長
、
野
中
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埼玉県行政書士会副会長 荒岡克巳様

（埼玉県行政書士会会長

高玉功稔様代理出席）

衆議院議員 大島敦様

夏目勧嗣様
（衆議院議員 中根一幸様代理出席）

埼玉県議会議員 石渡豊様
埼玉県議会議員 畠山稔様

埼玉県議会議員 岡地優様

桶川市長 小野克典様

伊奈町副町長 福田哲也様

（伊奈町長 野川和好様代理出席）

伊奈町議会副議長 大谷保雄様

（伊奈町議会議長
矢部松男様代理出席）

埼玉県行政書士会大宮支部副支部長
福田安伸様

（大宮支部長 斉藤敏夫様代理出席）

埼玉県行政書士会鴻巣支部副支部長

柳澤一夫様

（鴻巣支部長 中野美春様代理出席）

支
部
長
副
支
部
長

他
各
部
部
長
挨
拶
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尚
副
支
部
長
と
共
に
職

務
を
果
た
し
て
い
こ
う

と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
支
部
推
薦
に

基
づ
き
埼
玉
会
の
理
事

を
拝
命
し
て
お
り
ま
す
。

支
部
推
薦
の
立
場
を
踏

ま
え
、
支
部
か
ら
の
意

見
を
日
常
的
に
集
約
し

て
埼
玉
会
（
荒
岡
克
巳

会
長
）
に
送
り
、
埼
玉

会
の
動
向
を
速
や
か
に

支
部
に
報
告
し
ま
す
。

内
田
淳
一
埼
玉
会
理
事

と
共
に
職
務
を
果
た
し

て
い
こ
う
と
思
い
ま
す
。

皆
様
の
ご
指
導
ご
鞭
撻

を
賜
り
ま
す
よ
う
、
何

卒
宜
し
く
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

副
支
部
長

大
森
眞
市

私
は
来
年
２
月
に
、

ま
さ
に
「
酒
債
は
尋
常

行
く
処
に
有
り

人
生

七
十
古
来
稀
な
り
」
と

い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

61
才
で
開
業
し
た
行
政

書
士
業
は
70
才
ま
で
と

漠
然
と
思
っ
て
い
ま
し

た
。
し
か
し
現
実
は
、

歳
を
重
ね
る
ご
と
に
仕

事
量
が
増
え
続
け
、
当

初
の
自
分
の
思
い
と
は

反
対
の
方
向
に
進
ん
で

い
ま
す
。
関
東
一
円
と

決
め
て
い
た
主
な
商
圏

も
、
い
つ
の
ま
に
か
東

北
、
中
部
、
近
畿
と
広

が
っ
て
い
ま
す
。
先
日

も
、
私
の
Ｈ
／
Ｐ
を
み

た
大
阪
の
自
動
車
販
売

会
社
の
紹
介
で
、
滋
賀

県
東
近
江
市
ま
で
運
送

業
許
可
の
日
帰
り
出
張

を
し
て
き
ま
し
た
。
そ

ん
な
時
、
80
才
で
エ
ベ

レ
ス
ト
に
登
頂
し
た
三

浦
雄
一
郎
さ
ん
の
ニ
ュ
ー

ス
が
飛
び
込
ん
で
き
ま

し
た
。
少
し
心
を
動
か

さ
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、

現
在
も
さ
ほ
ど
仕
事
が

苦
に
な
ら
な
い
こ
と
も

あ
り
、
こ
の
先
ど
う
な

る
か
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、

も
う
少
し
頑
張
り
た
い

と
思
い
ま
す
。

拝
命
し
た
上
尾
支
部

副
支
部
長
と
し
て
は

・
上
尾
支
部
会
が
過
去

の
慣
習
に
捉
わ
れ
る
こ

と
な
く
、
常
に
合
理
性

重
視
で
公
明
正
大
に
運

営
さ
れ
る
こ
と
。

・
地
域
に
お
け
る
行
政

書
士
業
の
認
知
度
ア
ッ

プ
を
す
る
こ
と
。

を
念
頭
に
お
き
な
が
ら
、

微
力
で
す
が
努
力
し
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

会
員
皆
様
の
上
尾
支
部

会
に
対
す
る
ご
意
見
と

各
事
業
へ
の
積
極
的
な

ご
参
加
を
お
願
い
し
て
、

私
の
ご
挨
拶
に
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

副
支
部
長

野
中
尚

こ
の
た
び
副
支
部
長

と
し
て
２
年
間
支
部
活

動
に
携
わ
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
、
野
中
尚
で

す
。２

０
０
７
年
に
開
業

し
た
私
に
と
っ
て
副
支

部
長
と
い
う
役
は
少
し

重
い
気
も
し
ま
す
が
、

せ
っ
か
く
の
機
会
で
も

あ
り
ま
す
し
、
自
分
の

出
来
る
範
囲
で
支
部
活

動
の
一
助
に
な
れ
る
よ

う
努
力
し
て
参
り
ま
す
。

今
か
ら
６
年
前
の
開
業

時
、
支
部
の
先
輩
に
い

ろ
い
ろ
ア
ド
バ
イ
ス
や

サ
ポ
ー
ト
を
し
て
頂
き
、

曲
が
り
な
り
に
も
こ
こ

ま
で
や
っ
て
く
る
こ
と

が
出
来
ま
し
た
。

抱
負
と
い
た
し
ま
し

て
は
、
新
し
く
入
会
さ

れ
た
諸
先
生
方
を
は
じ

め
と
し
て
支
部
会
員
の

皆
様
の
交
流
等
が
よ
り

活
発
に
な
る
よ
う
各
部

長
の
サ
ポ
ー
ト
を
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。
１
２
０
名
を

超
す
大
所
帯
の
支
部
で

す
か
ら
も
っ
と
も
っ
と

い
ろ
い
ろ
出
来
る
こ
と

が
あ
る
と
思
い
ま
す
の

で
諸
先
輩
方
に
ご
指
導
、

ご
鞭
撻
を
賜
り
な
が
ら

職
を
全
う
し
た
い
と
思

い
ま
す
。
宜
し
く
お
願

い
致
し
ま
す
。

総
務
部
長

高
村
多
嘉
藏

こ
の
度
の
総
会
で
、

総
務
部
長
に
上
番
し
た

高
村
多
嘉
藏
で
す
。
宜

し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

私
た
ち
に
と
っ
て
上
尾

支
部
と
は
何
で
し
ょ
う
？

埼
玉
県
行
政
書
士
会
会

則
で
は
、
「
支
部
は
、

会
員
の
業
務
改
善
及
び

会
員
と
の
連
絡
調
整
を

図
る
た
め
に
あ
る
。
」

と
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

会
員
の
業
務
改
善
と
は
、

豊
富
な
知
識
、
た
く
さ

ん
の
集
客
・
信
用
力
の

向
上
と
捉
え
、
支
部
は
、

そ
の
た
め
に
必
要
な
事

業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

連
絡
調
整
で
す
が
、
仲

間
と
の
意
思
疎
通
と
捉

え
ま
し
た
。

私
た
ち
は
個
人
事
業

主
で
す
。
と
も
す
れ
ば

孤
独
に
な
り
、
１
人
悩

む
こ
と
も
あ
る
で
し
ょ

う
。
こ
ん
な
時
、
支
部

に
何
で
も
相
談
で
き
る

仲
間
が
い
れ
ば
本
当
に

安
心
で
す
。
そ
の
た
め
、

支
部
規
則
を
定
め
、
仲

間
を
作
る
た
め
の
各
種

行
事
等
も
あ
り
ま
す
。

以
上
の
こ
と
を
踏
ま
え
、

総
務
部
長
の
一
番
大
き

な
任
務
は
、
支
部
に
所

属
す
る
先
生
方
が
少
し

で
も
業
務
が
や
り
や
す

く
な
る
よ
う
活
動
す
る

こ
と
だ
と
考
え
ま
し
た
。

こ
の
目
的
の
た
め
、
一

部
ご
迷
惑
を
か
け
る
先

生
も
出
て
く
る
か
と
思

い
ま
す
が
、
何
卒
、
ご

支
援
ご
協
力
よ
ろ
し
く

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

経
理
部
長

山
田
克
己

本
年
度
は
上
尾
市
役

所
前
に
移
転
し
た
新
事

務
所
を
本
格
的
に
稼
働

さ
せ
る
ス
タ
ー
ト
と
し

て
の
大
切
な
期
に
あ
た

り
ま
す
。
す
で
に
前
期

の
支
部
体
制
の
中
で
も

事
務
所
の
あ
り
方
、
活

用
方
法
な
ど
に
つ
い
て

議
論
を
重
ね
て
ま
い
り

ま
し
た
。
結
果
、
今
期

ス
タ
ー
ト
か
ら
、
新
事

務
所
の
地
の
利
を
生
か

し
て
新
事
業
を
立
ち
上

げ
よ
う
と
い
う
目
標
は

役
員
間
で
も
共
通
し
た

思
い
で
あ
り
ま
す
。

す
で
に
事
務
所
の
設

備
や
管
理
体
制
は
総
務

部
が
中
心
と
な
っ
て
推

し
進
め
て
お
り
ま
す
が
、

当
然
支
出
増
が
見
込
ま

れ
る
今
期
に
お
き
ま
し

て
経
理
部
は
、
予
算
執

行
の
優
先
順
位
を
そ
の

緊
急
性
や
重
要
性
と
い
っ

た
点
を
よ
く
吟
味
し
、

他
部
署
と
の
連
携
を
密

に
し
て
、
適
正
な
予
算

の
執
行
に
努
め
て
い
き

た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。

広
報
部
長

丸
茂
正
也

こ
の
た
び
、
秋
山
允

宏
支
部
長
の
ご
指
名
に

よ
り
広
報
部
長
に
就
任

致
し
ま
し
た
丸
茂
正
也

で
ご
ざ
い
ま
す
。

な
お
、
広
報
部
の
担

当
は
、
田
中
智
副
支
部

長
、
広
報
部
副
部
長
に

就
任
し
た
平
峰
直
彦
先

生
、
そ
し
て
友
光
仁
史

先
生
、
槌
本
泰
之
先
生
、

鍵
和
田
泰
先
生
、
市
川

達
郎
先
生
、
古
田
土
和
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佳
先
生
、
小
杉
悦
子
先

生
、
以
上
の
先
生
方
で

担
当
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

二
年
間
よ
ろ
し
く
お
願

い
致
し
ま
す
。

さ
て
、
広
報
部
の
主

な
事
業
内
容
に
つ
い
て

御
紹
介
い
た
し
ま
す
と
、

＊

年
３
回
、
広
報
部

会
を
開
催
致
し
ま
す
。

＊

年
２
回
、
上
尾
支

部
通
信
の
発
行
を
行
い

ま
す
。

＊

年
３
回
、
彩
の
国

行
政
書
士
埼
玉
へ
の
支

部
広
報
原
稿
を
投
稿
し

ま
す
。

＊

自
治
体
広
報
掲
載

依
頼
（
街
頭
相
談
会
の

案
内
）
行
い
ま
す
。

＊

兼
ね
て
よ
り
懸
案

事
案
で
あ
り
ま
し
た
、

新
事
務
所
移
転
に
伴
う

支
部
事
務
局
看
板
設
置

を
緊
急
に
行
い
ま
す
。

＊

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（
野
中
尚
副
支
部
長
の

ご
支
援
）
及
び
ブ
ロ
グ

の
更
新
（
随
時
）
な
ど

を
行
い
ま
す
。

こ
れ
ら
を
通
し
て
支
部

会
員
各
位
へ
の
情
報
提

供
と
し
て
の
一
翼
を
担

え
れ
ば
と
考
え
て
い
ま

す
。こ

れ
か
ら
も
何
卒
ご

支
援
、
ご
協
力
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

事
業
部
長

船
川
喜
正

平
成
25
・
26
年
度
の

事
業
部
長
に
就
任
し
ま

し
た
船
川
喜
正
で
す
。

事
業
部
の
事
業
は
、
街

頭
無
料
相
談
会
を
中
心

と
し
て
市
民
の
皆
さ
ん

に
行
政
書
士
業
務
に
つ

い
て
の
ご
理
解
を
深
め

て
い
た
だ
く
と
共
に
、

相
談
業
務
を
通
じ
て
社

会
に
貢
献
す
る
こ
と
を

一
つ
の
目
的
と
し
て
い

ま
す
。
今
年
度
か
ら
支

部
事
務
所
で
の
無
料
相

談
も
始
ま
り
ま
し
た
。

相
談
業
務
に
対
す
る
市

民
の
皆
さ
ん
の
期
待
は

大
き
く
、
そ
の
期
待
に

応
え
ら
れ
る
よ
う
な
充

実
し
た
内
容
の
相
談
会

に
し
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。
そ
の
為
に
は
、

会
員
自
身
の
資
質
の
向

上
も
大
事
で
あ
り
ま
す
。

実
践
に
即
し
た
身
の
あ

る
研
修
会
の
開
催
に
よ

り
会
員
の
資
質
を
向
上

さ
せ
、
行
政
書
士
の
地

位
の
向
上
に
努
め
て
い

き
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。
支
部
会
員
の
皆
様

の
ご
理
解
と
ご
協
力
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

厚
生
部
長

會
田
和
夫

私
は
平
成
25
年
度
の

定
時
総
会
で
25
年
と
26

年
の
２
年
間
厚
生
部
長

の
任
を
受
け
た
會
田
和

夫
で
す
。
前
期
は
広
報

副
部
長
と
し
て
活
躍
さ

せ
て
頂
き
ま
し
た
。
今

期
の
２
年
間
上
尾
支
部

会
員
の
参
加
と
協
力
を

得
て
事
業
計
画
を
進
め

て
行
き
た
い
と
思
っ
て

お
り
ま
す
。

平
成
25
年
夏
の
納
会

は
事
業
部
長
と
連
絡
を

取
り
合
っ
て
、
研
修
会

後
、
上
尾
駅
の
丸
広
の

屋
上
で
ビ
ヤ
ガ
ー
デ
ン

等
を
計
画
し
て
い
ま
す

の
で
、
研
修
会
と
納
会

に
振
っ
て
参
加
し
て
下

さ
い
。

夏
の
研
修
旅
行
は
日

帰
り
か
、
一
泊
旅
行
か

は
役
員
会
議
等
を
経
て

か
ら
検
討
実
行
し
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
の
で
、

そ
の
時
は
参
加
し
て
頂

く
事
を
希
望
し
ま
す
。

Ａ
Ｅ
Ｄ
（
普
通
救
命
講

習
会
）
を
消
防
署
に
お

い
て
１
年
間
に
３
回
位

講
習
を
受
け
る
事
を
検

討
実
行
し
て
い
ま
す
。

何
時
災
害
が
起
き
る
か

分
か
り
ま
せ
ん
の
で
人

命
救
助
の
為
に
も
講
習

会
に
参
加
し
て
下
さ
い
。

各
趣
味
や
各
ス
ポ
ー
ツ

等
を
検
討
実
行
し
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
し
、

た
と
え
ば
蕎
麦
打
ち
体

験
等
も
考
え
て
い
ま
す
。

10
月
の
埼
玉
会
の
健
康

診
断
を
上
尾
支
部
会
員

の
健
康
の
維
持
と
保
進

の
た
め
に
強
力
に
進
め

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

冬
の
忘
年
会
は
上
尾
支

部
会
員
の
交
流
と
親
睦

の
た
め
に
検
討
し
て
い

ま
す
の
で
参
加
を
強
く

希
望
し
ま
す
。

話
は
変
り
ま
す
が
、

上
尾
支
部
会
員
が
仲
良

く
、
明
る
く
仕
事
を
す

る
為
に
熟
年
は
熟
年
ら

し
く
、
中
堅
は
中
堅
ら

し
く
、
新
人
会
員
は
良

き
諸
先
輩
の
仕
事
を
教

わ
り
な
が
ら
会
員
一
丸

と
な
り
埼
玉
県
行
政
書

士
会
上
尾
支
部
を
盛
り

上
げ
て
行
き
ま
し
ょ
う
。

小
野
克
典
桶
川
市

長
へ
の
表
敬
訪
問
が
４

月
25
日
（
木
）
、
秋
山

允
宏
支
部
長
、
内
田
淳

一
顧
問
、
関
口
光
男
副

支
部
長
、
林
保
次
総
務

部
副
部
長
、
丸
茂
正
也

厚
生
部
副
部
長
、
田
中

智
政
連
支
部
長
に
よ
り

行
わ
れ
ま
し
た
。
小
野

市
長
は
、
桶
川
市
の
政

策
や
行
政
書
士
会
上
尾

支
部
の
活
動
に
つ
い
て

秋
山
支
部
長
ら
と
会
談

し
ま
し
た
。

小
野
市
長
は
会
談
の

中
で
「
圏
央
道
の
沿
線

に
企
業
を
誘
致
し
た
い
。

多
く
の
課
題
が
あ
る
が
、

国
や
県
な
ど
と
共
に
取

り
組
ん
で
い
き
た
い
」

と
桶
川
市
の
重
要
政
策

に
つ
い
て
説
明
さ
れ
ま

し
た
。
ま
た
、
行
政
書

士
会
上
尾
支
部
に
よ
る

桶
川
市
役
所
で
の
市
民

相
談
や
桶
川
駅
自
由
通

路
で
の
街
頭
無
料
相
談

に
つ
い
て
「
社
会
に
役

立
つ
こ
と
だ
か
ら
ぜ
ひ

頑
張
っ
て
活
動
し
て
下

さ
い
」
と
述
べ
ら
れ
ま

し
た
。

こ
れ
に
対
し
て
秋
山

支
部
長
は
「
小
野
市
長

に
は
前
職
の
県
議
時
代

か
ら
ご
指
導
を
頂
い
て

い
る
。
岩
﨑
正
男
前
市

長
時
代
に
続
き
、
上
尾

支
部
は
今
後
も
社
会
貢

献
で
市
に
協
力
し
て
い

き
た
い
」
と
話
し
ま
し

た
。小

野
市
長
は
、
４
月

14
日
（
日
）
に
行
わ
れ

た
桶
川
市
長
選
挙
で
、

多
く
の
団
体
の
推
薦
・

支
持
を
集
め
、
桶
川
市

民
の
期
待
を
受
け
て
、

初
当
選
を
果
た
さ
れ
て

い
ま
す
。

上
尾
支
部
は
、
桶
川

市
役
所
で
の
無
料
相
談

会
を
月
１
回
行
っ
て
い

る
ほ
か
、
桶
川
駅
自
由

通
路
で
の
街
頭
無
料
相

談
会
を
年
１
回
開
催
し

て
い
ま
す
。
今
後
も
、

地
域
で
の
社
会
貢
献
を

進
め
て
い
く
所
存
で
す
。

小
野
市
長
始
め
、
桶

川
市
役
所
秘
書
広
報
課

の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し

て
は
、
市
長
ご
就
任
直

後
で
大
変
に
ご
多
忙
の

中
、
今
回
の
ご
訪
問
で

多
大
な
ご
協
力
を
賜
り

ま
し
た
。
心
よ
り
厚
く

御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
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桶
川
市
長
へ

表
敬
訪
問

▲桶川市長(中央)と
上尾支部代表達

▼会談する桶川市長
(左)と秋山支部長(右)
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上
尾
市
役
所
の
前
に
支
部
事
務

所
が
あ
り
ま
す
。
埼
玉
県
で
一
番

素
晴
ら
し
い
支
部
事
務
所
な
の
で

是
非
、
一
度
ご
覧
く
だ
さ
い
。

こ
の
度
、
事
務
所
内
が
綺
麗
に

な
り
ま
し
た
。
毎
週
火
木
土
曜
日

12
時
か
ら
16
時
に
相
談
員
を
配
置

し
て
相
談
に
当
た
っ
て
い
ま
す
。

詳
細
に
つ
い
て
は
お
問
い
合
わ
せ

下
さ
い
。

支
部
会
員
各
位
の
事
務
所
の
ご

利
用
の
際
は
、
鍵
に
つ
い
て
は
総

務
部
長
ほ
か
各
部
部
長
に
お
問
い

合
わ
せ
下
さ
い
。
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埼玉県行政書士会新会長
荒岡克巳氏初当選

荒
岡
克
巳
氏
（
上
尾
支
部
顧
問
）
が
埼
玉
県
行
政
書

士
会
会
長
選
挙
で
初
当
選
を
果
た
し
ま
し
た
。

埼
玉
県
行
政
書
士
会
会
長
選
挙
は
21
日
午
後
、
さ
い

た
ま
市
内
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
埼
玉
県
行
政
書
士
会
総

会
に
出
席
し
た
埼
玉
会
23
支
部
の
代
議
員
に
よ
る
投
票

の
結
果
、
荒
岡
氏
が
当
選
し
ま
し
た
。

荒
岡
氏
は
こ
れ
ま
で
、
埼
玉
会
の
総
務
部
長
、
副
会

長
等
を
歴
任
し
て
い
ま
す
。
会
長
の
任
期
は
２
年
で
す
。

上
尾
支
部
の
皆
さ
ん
こ
ん
に
ち
は
。
去
る
５
月
21
日
に

行
わ
れ
ま
し
た
平
成
25
年
度
定
時
総
会
の
任
期
満
了
に

伴
う
役
員
改
選
選
挙
で
、
第
11
代
埼
玉
県
行
政
書
士
会

会
長
に
選
出
さ
れ
ま
し
た
荒
岡
克
巳
で
す
。

今
回
の
選
挙
に
は
、
私
を
は
じ
め
３
名
の
立
候
補
者
が

お
り
他
の
２
名
の
先
生
方
は
ど
ち
ら
も
業
歴
が
長
く
、

そ
の
点
不
安
な
面
が
あ
り
ま
し
た
が
２
１
５
名
の
代
議

員
に
よ
る
投
票
の
結
果
、
地
元
上
尾
支
部
を
含
め
多
く

の
支
部
代
議
員
さ
ん
か
ら
の
ご
支
持
を
い
た
だ
き
、
当

選
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
こ
こ
に
改
め
て
感
謝
申

し
上
げ
る
次
第
で
す
。

思
い
起
こ
せ
ば
、
平
成
15
年
度
総
会
で
故
長
島
先
生
が
会
長
に
選
任
さ
れ
て
か
ら
ち
ょ
う
ど
10
年
経
ち
ま
し
た
。

当
時
は
、
個
別
訪
問
が
規
則
で
制
限
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
の
で
、
総
会
ま
で
の
10
数
日
間
、
県
内
殆
ど
の
代
議
員

の
事
務
所
に
故
長
島
先
生
自
ら
と
石
倉
先
生
、
友
光
富
先
生
と
私
の
３
名
が
交
代
で
回
っ
た
事
が
今
で
も
記
憶
に

蘇
り
ま
す
。
そ
の
10
年
後
に
、
ま
さ
か
自
分
が
立
候
補
し
そ
し
て
当
選
さ
せ
て
い
た
だ
け
る
な
ど
誰
が
想
像
し
て

い
た
で
し
ょ
う
か
？

会
長
と
し
て
、
就
任
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
既
に
10
日
が
経
ち
ま
し
た
。
お
陰
様
で
、
こ
れ
ま
で
総
務
部
長
、
副

会
長
の
経
験
も
ご
ざ
い
ま
し
た
の
で
通
常
会
務
に
つ
い
て
は
そ
れ
ほ
ど
戸
惑
う
こ
と
な
く
進
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

今
後
は
、
短
期
周
期
の
間
に
着
手
で
き
る
こ
と
と
２
年
間
の
長
期
周
期
の
間
で
実
現
す
べ
き
こ
と
を
分
け
て
行

い
、
研
修
制
度
の
見
直
し
、
Ａ
Ｄ
Ｒ
セ
ン
タ
ー
埼
玉
の
さ
ら
な
る
普
及
・
啓
蒙
、
業
務
受
託
の
推
進
、
組
織
の
ス

リ
ム
化
等
の
改
善
に
向
け
て
新
執
行
部
の
役
員
皆
様
と
共
に
力
を
合
わ
せ
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
た
い
と
存
じ
ま

す
。上

尾
支
部
の
会
員
各
位
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
各
段
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
な
が
ら
本
会
活
動
へ
の
積
極

的
参
加
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

以
上
、
甚
だ
簡
単
で
あ
り
ま
す
が
会
長
就
任
の
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

▲上尾支部史上２人目の県会長となった荒岡克巳氏(右)

荒
岡
新
会
長
か
ら
上
尾
支
部
の
皆
様
へ

支
部
事
務
所
の
ご
案
内
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